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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 

① 財務諸表の作成に際して準拠した基準   ： 中間財務諸表等規則 

・会計処理の変更の有無         ： 無 

・中間決算等と異なる会計処理の有無   ： 有（一部簡便法を採用しております） 

② 公認会計士又は監査法人による関与の有無 ： 無 

 

２．平成１７年７月期第１四半期業績の概況（平成 16 年８月１日～平成 16年 10 月 31 日） 

（１）経営成績の進捗状況 

 売上高 営業利益 経常利益 

  

1 7 年７月期第１四半期 

千円 ％

534,025（―）

千円 ％ 

80,199（―） 

千円 ％

83,542（―）

1 6 年７月期第１四半期 ―（―） ―（―） ―（―）

（ 参 考 ） 1 6 年 ７ 月 期 2,106,785 273,299 246,360 
 

 四半期（当期） 

純 利 益 

１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期 

（当期）純利益 

  

1 7 年７月期第１四半期 

千円 ％

48,482（―）

円  銭 

5,847  60 

円  銭

―  ― 

1 6 年７月期第１四半期 ―（―） ―  ― ―  ― 

（ 参 考 ） 1 6 年 ７ 月 期 148,347 17,777  21 ―  ― 
(注)１．平成 16 年７月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成しておりませんので、前年同四半期

の数値は記載しておりません。また、前年同四半期との比較増減率についても記載しておりません。 

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載し

ておりません。 

 

 ［経営成績の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第１四半期の日本経済は、設備投資や輸出の伸びに伴い民間企業を中心に企業収益に改善の動きが広がり、

個人消費も緩やかな増加がみられるなど全般的に明るい兆しが見えてきました。 

日用品雑貨化粧品業界については、一部の企業で業績の回復を見せておりますが、市況は相変わらずの消費

需要の低迷と価格の停滞傾向が続いております。 

このような状況下ではありますが、当社は既存ユーザーのＥＤＩ利用率向上を進め、さらにはより広くＥＤ

Ｉを浸透させるパソコンを使って簡単にデータ交換が可能な「Ｗｅｂ受発注サービス」の導入を中堅メーカー

および中堅卸店に対し積極的に進め、新たな接続先企業を増やしてまいりました。 

また、従来のテキストデータ（文字と数字）から画像データの通信へと進化させた「バイヤーズネット」に

より、メーカー・卸店の双方向ネットワークから小売業バイヤーまでの新たなネットワーク作りを進めました。 

以上の結果、当第1四半期の業績については、売上高は534,025千円、営業利益は80,199千円、経常利益は83,542

千円、当第1四半期純利益は48,482千円となりました。 
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（２）財政状態の変動状況 

 
総資産 株主資本 株主資本比率 

１株当たり 

株主資本 

  

1 7 年７月期第１四半期 

千円

1,548,647

千円

1,115,952

％ 

72.１ 

円  銭

134,598 11

1 6 年７月期第１四半期 ― ― ― ―  ― 

（ 参 考 ） 1 6 年 ７ 月 期 1,580,037 1,111,200      70.3 132,939 34 

(注) 前年四半期については四半期決算を実施しておりませんので記載を省略しております。 

 

（３） キャッシュ･フローの状況 

 
営業活動による

キャッシュ 

・フロー 

投資活動による

キャッシュ 

・フロー 

財務活動による 

キャッシュ 

・フロー 

現金及び現金同等物

期 末 残 高

  

1 7 年 ７ 月 期 第 １ 四 半 期 

千円

30,613 

千円

△22,269 

千円 

41,455 

千円

717,681 

1 6 年 ７ 月 期 第 １ 四 半 期 ― ― ―   ― 

（ 参 考 ） 1 6 年 ７ 月 期 344,739 △ 186,332 77,967 750,792 

(注) 前年四半期については四半期決算を実施しておりませんので記載を省略しております。 

 

［財政状態の変動状況に関する定性的情報等］ 

当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、717,681 千円となり、前期

末に比べ 33,111 千円減少いたしました。 

また、当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期における営業活動による資金の増加は、30,613 千円となりました。これは、主に、税引前四

半期純利益の増加によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期における投資活動の結果、使用した資金は、22,269 千円となりました。これは、主に、ソフ

トウェアの取得（19,348 千円）によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期において財務活動により使用した資金は、41,455 千円となりました。 
これは、配当金の支払（41,455 千円）によるものであります。 

 
３．平成１７年７月期の業績予想（平成 16 年８月１日 ～ 平成 17 年７月 31 日） 

 予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 

  

  中    間    期 

千円

1,060,000 

千円 

143,000 

千円

100,000 

 通        期 2,150,000 300,000 200,000 

(参考) １株当たり予想当期純利益（通年）24,122 円 54 銭 

(注) １．平成 16 年 9月 21 日発表の中間期及び通期の業績予想から変更はございません。 

   ２．上記１株当たり予想当期純利益につきましては、期末予定発行済株式数 8,291 株により算出して

おります。 

 

［業績予想に関する定性的情報等］ 
通期業績予想につきましては、平成 16 年 9月 21 日付「平成 16 年７月期決算短信（非連結）」に記載の予想

と変更はありません。 

なお、上記業績の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業

績は、今後様々な要因によって予想値と異なる結果となる可能性があります。 

以 上 
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〔添付資料〕 

 

１．第１四半期貸借対照表 

 

 
当第１四半期会計期間末 

(平成16年10月31日) 

前事業年度 
要約貸借対照表 

(平成16年7月31日) 

区分 金額(千円) 
構成比 
(％) 

金額(千円) 
構成比 
(％) 

(資産の部)   

Ⅰ 流動資産   

１ 現金及び預金 717,681 750,792  

２ 売掛金 268,769 267,679  

３ 前払費用 4,006 3,654  

４ 繰延税金資産 16,111 13,722  

５ その他 3,603 697  

６ 貸倒引当金 △ 800 △ 800  

流動資産合計  1,009,372 65.2 1,035,746 65.6

Ⅱ 固定資産   

１ 有形固定資産  10,228 0.7 7,960 0.5

２ 無形固定資産   

(1) ソフトウェア 184,690 201,620  

(2) 電話加入権 1,383 1,383  

無形固定資産合計  186,073 12.0 203,003 12.8

３ 投資その他の資産   

(1) 投資有価証券 255,255 243,452  

(2) その他 87,846 90,201  

(3) 貸倒引当金 △ 127 △ 326  

投資その他の資産 
  合計 

 342,973 22.1 333,327 21.1

固定資産合計  539,274 34.8 544,291 34.4

資産合計  1,548,647 100.0 1,580,037 100.0
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当第１四半期会計期間末 

(平成16年10月31日) 

前事業年度 
要約貸借対照表 

(平成16年７月31日) 

区分 金額(千円) 
構成比 
(％) 

金額(千円) 
構成比 
(％) 

(負債の部)   

Ⅰ 流動負債   

１ 買掛金 186,504 192,211  

２ 未払金 27,566 45,632  

３ 未払法人税等 41,853 82,704  

４ 賞与引当金 30,117 13,917  

５ その他 32,765 25,936  

流動負債合計  318,808 20.6 360,401 22.8

Ⅱ 固定負債   

１ 退職給付引当金 49,524 45,782  

２ 役員退職慰労引当金 53,156 51,448  

３ 預り保証金 11,205 11,205  

固定負債合計  113,886 7.3 108,436 6.9

負債合計  432,694 27.9 468,837 29.7

(資本の部)   

Ⅰ 資本金  436,100 28.2 436,100 27.6

Ⅱ 資本剰余金   

１ 資本準備金 127,240 127,240  

資本剰余金合計  127,240 8.2 127,240 8.0

Ⅲ 利益剰余金   

１ 利益準備金 18,700 18,700  

２ 任意積立金 310,000 270,000  

３ 四半期(当期)未処分
利益 

208,123 250,095  

利益剰余金合計  536,823 34.7 538,795 34.1

Ⅳ その他有価証券 
  評価差額金 

 15,789 1.0 9,064 0.6

資本合計  1,115,952 72.1 1,111,200 70.3

負債及び資本合計  1,548,647 100.0 1,580,037 100.0
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２．第１四半期損益計算書 

 

 

当第１四半期会計期間 

(自 平成16年８月１日
至 平成16年10月31日) 

前事業年度の要約 

損益計算書 

(自 平成15年８月１日
至 平成16年７月31日) 

対前年比 

区分 金額(千円) 
百分比 
(％) 

金額(千円) 
百分比 
(％) 

Ⅰ 売上高  534,025 100.0 2,106,785 100.0

Ⅱ 売上原価  284,578 53.3 1,195,023 56.7

売上総利益  249,446 46.7 911,762 43.3

Ⅲ 販売費及び一般管理費  169,247 31.7 638,462 30.3

営業利益  80,199 15.0 273,299 13.0

Ⅳ 営業外収益  3,342 0.6 4,642 0.2

Ⅴ 営業外費用  - - 31,581 1.5

経常利益  83,542 15.6 246,360 11.7

Ⅵ 特別利益  91    0.1 129 0.0

Ⅶ 特別損失  - - 4,496 0.2

税引前四半期(当期)
純利益 

 83,633 15.7 241,993 11.5

法人税、住民税 
及び事業税 

40,000 111,600  

法人税等調整額 △4,848 35,151 6.6 △ 17,954 93,645 4.5

四半期(当期) 
純利益 

 48,482 9.1 148,347 7.0

前期繰越利益  159,640 101,748 

四半期(当期)未処分
利益 

 208,123 250,095 
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３．第１四半期キャッシュ・フロー計算書 

 

 

当第１四半期会計期間 

(自 平成16年８月１日
至 平成16年10月31日) 

前事業年度の要約 

キャッシュ・フロー計算書 

(自 平成15年８月１日
至 平成16年７月31日) 

区分 金額(千円) 金額(千円) 

Ⅰ 営業活動による 

キャッシュ・フロー 
 

１ 税引前四半期 

(当期)純利益 
83,633 241,993 

２ 減価償却費 19,911 122,026 

３ 受取利息及び受取配当金 △ 1,074 △ 2,470 

４ 売上債権の増加（△） 

又は減少額 
△ 1,090 △ 21,889 

５ 仕入債務の増加 

又は減少（△）額 
△ 5,706 10,168 

６ 賞与引当金の増加 

又は減少（△）額 
16,200 2,442 

７ 退職給付引当金の増加 

又は減少（△）額 
3,742 19,312 

８ 役員退職慰労引当金の増加 

又は減少（△）額 
1,707 9,836 

９ 未払金の増加 

又は減少（△）額 
2,986 10,957 

10 未払消費税等の増加 

又は減少（△）額 
△ 1,008 △ 2,024 

11 投資有価証券売却損 - 4,418 

12 役員賞与支払額 △ 9,000 △ 6,000 

13 その他 338 5,048 

小計 110,641 393,818 

14 利息及び配当金の受取額 822 1,537 

15 法人税等の支払額 △ 80,851 △ 50,616 

営業活動による 

キャッシュ・フロー 
30,613 344,739 

Ⅱ 投資活動による 

キャッシュ・フロー 
 

１ 有形固定資産の取得による 

支出 
△ 2,921 △ 300 

２ 投資有価証券の取得による 

支出 
- △ 115,000 

３ ソフトウェアの取得による 

支出 
△ 19,348 △ 71,033 

４ その他 - 0 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 
△ 22,269 △ 186,332 

Ⅲ 財務活動による 

キャッシュ・フロー 
 

１ 株式の発行による収入 - 100,440 

２ 配当金の支払額 △ 41,455 △ 22,473 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 
△ 41,455 77,967 

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加 

又は減少（△）額 
△ 33,111 236,373 

Ⅴ 現金及び現金同等物の 

期首残高 
750,792 514,419 

Ⅵ 現金及び現金同等物の 

四半期末(期末)残高 
717,681 750,792 
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４．第１四半期販売の状況 

事業別売上高の実績 
当第１四半期会計期間 

(自 平成16年８月１日
至 平成16年10月31日) 

前事業年度 

(自 平成15年８月１日
至 平成16年７月31日) 事業別 

金額(千円) 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 

Ｅ Ｄ Ｉ 事 業 457,326 85.6 1,769,656 84.0 

デ ー タ ベ ー ス 事 業 72,395 13.6 282,655 13.4 

そ の 他 事 業 4,304 0.8 54,473 2.6 

合 計 534,025 100.0 2,106,785 100.0 

（注）上記の金額には、消費税は含まれておりません。 

 

以 上 
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